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症例は 73歳女性である.両側変形性股関節症に対し
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受傷後 7日目に手術施行. 内果は 4.0 canulated cancel-
lous screw (MDM) で, 踵骨はワッシャー付き 6.5
 
canulated cancellous screw (MDM)で固定した.術後 4











カー (Mitek Fastin RC 6.5mm×2)を用いてアキレス腱






チャーアンカー (Mitek Fastin RC 6.5mm×2)を用いて
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報告する.【方 法】 LIMA社 modulus stemを用い







































【症 例】 74歳,女性.平成 22年 8月 2日,右上腕骨頚
部骨折に対し観血的整復固定術を施行. 9月 29日に創よ







12月 6日に創癒合が得られた.【結 語】 骨髄炎様症
状を呈した症例を経験した.鑑別疾患として金属アレル
ギーが挙げられる.
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